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お客様にとって、戦略なきクラウド

化は、大きな弊害を引き起こしかね

ません」と指摘した上で、「CTCは、

企業内クラウドは仮想化統合基盤で

あり、その価値は短期的にはコスト

削減・効率化の命題に対する解、中

長期的には将来本格化するパブリッ

ククラウドに対する準備にあると考

えています。私どもは、この基本コ

ンセプトに基づくIT基盤の仮想化統

合化推進モデル『RePlatform』を基

軸に、クラウド化に向けた課題の抽

出から構想立案、要件定義、設計・

構築・移行、運用までの全工程に及

ぶトータルソリューションを展開し

ています」と語っている。

RePlatformに基づいて、これま

でシステム毎に調達・運用されてい

る ITインフラを統合化（共通基盤

化）し、さらに、仮想化統合基盤を

ベースにサービス化を図ることでプ

IssS（HaaS）やSaaS／PaaSな

ど、ITインフラやソフトウェアを

サービスとして利用するクラウドコ

ンピューティングが脚光を浴びてい

る。「霞が関クラウド（仮称）」の構

築や総務省主催の「スマート・クラ

ウド研究会」など、わが国でもクラ

ウドコンピューティング技術の導入

に対する取組みが加速しており、パ

ブリッククラウドに加え、特に企業

内の異なる部門／システムでリソー

スを共有する「企業内クラウド」が

注目を集めている。ビジネスの基盤

である ITインフラ全体のコスト抑

制に加え経営環境の変化に対する迅

速な対応など、ユーザー企業がクラ

ウドに寄せる期待は大きい。

このような状況を踏まえ、CTC IT

ビジネス推進室インフラソリューシ

ョン推進部の東智之部長は「お客様

は、クラウドコンピューティングに

ついて、コスト削減、柔軟なスケー

ルアップ／ダウン、システム展開の

迅速性、信頼性・可用性、複雑なIT

管理からの開放などを期待されてい

ますが、最も重要なのは戦略です。

IT基盤の仮想化統合化推進
モデル「RePlatform」

クラウドコンピューティング技術による利用型のサービスが脚光を浴びている。特に新しいコンピューティングスタイルとして、ユー
ザー企業がクラウドに寄せる期待は大きく、パブリッククラウドの活用に加え、プライベートクラウド（企業内クラウド）が注目を集
めている。伊藤忠テクノソリューションズ（以下、CTC）では、IT基盤の仮想化統合化推進モデル「RePlatform」を基軸に、クラウド
インフラに関するトータルソリューションを展開している。

伊藤忠テクノソリューションズ㈱
ITビジネス推進室

インフラソリューション推進部　部長

東智之氏
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図1 IT基盤の仮想化統合化モデル「RePlatform」

企業内クラウドへのCTCの取組み

http://www.bcm.co.jp/


ライベートクラウド化を実現すると

いうのが、CTCの企業内クラウド

の実現シナリオだ。

CTCは、企業内クラウドの実現に

向け、RePlatformを基軸に、フェー

ズ0～フェーズ4、さらには製品保守

に至る全領域において、各フェーズ

に対応したソリューション／サービ

スを提供している（図１参照）。

①Workshop：仮想化統合基盤を検

討するにあたり、お客様の情報武装

を支援する目的にて、統合化、グリ

ーン、セキュリティ等、キーワード

別にユーザー企業が抱える命題を切

り口にした技術情報を提供。

②CCV（Competency Center for

VMware）：国内最大級のマルチベ

ンダー検証施設であるTSC（テク

ニカルソリューションセンター）内

に設置された仮想化に特化した検証

施設。共通型 ITインフラに欠かせ

ない仮想化技術に対して、各種メニ

ューを取り揃え、仮想化技術をユー

ザーが直接体感できる場を提供。

③SOIDEAL（ソイディール）：企

業の ITインフラをSOI（Service

Oriented Infrastructure）へと導く「IT

インフラ統合コンサルティングサービ

ス」。共通ITインフラ実現へ向けた初

期検討から効果測定、方針策定、後続

の設計フェーズを意識した形にてユー

ザーをサポート（図２参照）。

④System Integration Service：仮

想化・SOIに関わる実績とノウハウ

により、ユーザーにあわせてカスタ

マイズしたシステムインテグレーシ

ョンが可能。特に、製品ではなく技

術に特化したマルチベンダー環境を

得意にしている。

⑤RePlavail（リプラベイル）：仮

想化技術（VMware）を用いた統合

インフラ基盤をプロアクティブに予

防措置し、常にアベイラブルな状態

に維持し続けるリモートマネージド

サービス（詳細は後続頁で紹介）。

⑥Pool Family：CTC独自ソリュー

ションをパッケージサービス化した

Pool Familyにより、SI工程にかかる

時間を短縮し、品質の高いインフラを

迅速に提供にしている（図３参照）。

⑦IaaS（HaaS）：CTCのデータセ

ンターで提供するパブリッククラウ

ドサービス。持たざる経営を指向す

る企業向けに、ITインフラ資産を

データセンターに保有し、仮想化技

術とシステム運用ノウハウを用いる

ことで、信頼されるインフラ共通基

盤をベースにした仮想化シェアー

ド ・ ホ ス テ ィ ン グ サ ー ビ ス

「Techno CUVIC」を提供している。

CTCでは、保守・運用サービス

事業グループを中核に、横串組織と

営業事業グループを含めた社内横断

のバーチャルなプロジェクトチーム

を編成し、週1回の定例ミーティン

グの開催や案件に応じたアドホック

な打ち合わせなど、緊密に連携しな

がらRePlatformの展開をドライブ

している。

東部長は「RePlatformは、クラウ

ド化の第一歩の推進モデル。今後は、

企業内クラウドとパブリッククラウド

の連携など、エンタープライズクラウ

ドも視野に取り組んでいきたいと考え

ています」と抱負を語っている。
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SOIDEAL-
クイックアセスメントサービス 

SOIDEAL- 
インフラ統合シミュレーションサービス 

SOIDEAL- 
アセスメントサービス  for VMware

SOIDEAL- 
クイックTCOアセスメントサービス 

SOIDEAL-
インフラ統合構想策定サービス 

IT運用コンサルテーションサービス 

Ready Made Solution Pool Familyの特徴  
仮想化・統合化に最適な製品の組み合わせ 

設計・運用に関するナレッジをテンプレート＆ガイドライン化 

システム構成テンプレート ネットワーク構成テンプレート 

構成部品テンプレート 各製品の設計書テンプレート 
運用手順書テンプレート 

図2 SOIDEALの概要 図3 Pool Familyの概要

企業内クラウドの戦略策定から
構築・運用までの全領域をカバー

全社横断バーチャルプロジェクト
チームが「RePlatform」を牽引
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